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市ネオホッケー大会が２月17日に由利体育館で
開催され、一般男子・一般女子・混成・ジュニ
アの４部門に合わせて14チームが参加しまし
た。選手たちは懸命にボールを追いかけ、ゴー
ルを目指して熱戦を繰り広げました。
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江
戸
時
代
、
現
在
の
由
利
本
荘
市
に
は
「
石
脇
湊
」
と

「
古
雪
湊
」
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
北
前
船
の
寄
港

地
と
し
て
、
お
ひ
な
さ
ま
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
資

や
人
が
行
き
交
い
、
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
お
ひ
な
さ
ま
は
、
女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
と
幸
せ
を

願
っ
て
各
家
々
で
大
切
に
飾
ら
れ
、
代
々
受
け
継
が
れ
て

き
ま
し
た
。

　
由
利
本
荘
市
に
数
多
く
残
る
お
ひ
な
さ
ま
を
展
示
す
る

「
由
利
本
荘
ひ
な
街
道
」
。
春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
、

歴
史
あ
る
お
ひ
な
さ
ま
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
荘
郷
土
資
料
館
　

　開
館
時
間
　
９
時
〜
17
時

　入
館
料
　
大
人
１
０
０
円

修
身
館
（
本
荘
公
園
内
）

　
開
館
時
間
　
９
時
〜
17
時

　
入
館
料
　
無
料

  

イ
ベ
ン
ト

●
本
荘
高
校
書
道
部
書
道
パ
フ
ォ

　ー
マ
ン
ス

　
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
書
道
パ
フ
ォ

　
ー
マ
ン
ス
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　日
時
　
３
月
10
日
㈰

　
　
　
　
①
10
時
〜
②
11
時
〜

　会
場
　
カ
ダ
ー
レ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
本
荘
高
校
茶
道
部
呈
茶
会

　
高
校
生
が
お
い
し
い
お
茶
で
お

　
も
て
な
し
し
ま
す
。

　日
時
　
３
月
10
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
正
午

　会
場
　
カ
ダ
ー
レ
創
作
テ
ラ
ス

　
　
　
　※

先
着
80
人
　

●
手
作
り
ひ
な
人
形
展
示

　
市
内
の
保
育
園
児
が
作
っ
た
か

　
わ
い
ら
し
い
ひ
な
人
形
を
展
示

　
し
ま
す
。

　期
間
　
３
月
９
日
㈯
〜
17
日
㈰

　
　
　
　
９
時
〜
17
時
　

　会
場
　
本
丸
の
館
（
本
荘
公
園
内
）

●
本
荘
ご
て
ん
ま
り
・
本
荘
傘
鉾

　つ
る
し
飾
り
制
作
体
験

　期
間
　
３
月
９
日
㈯
〜
10
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
15
時
　

石
脇
ひ
な
町
め
ぐ
り

本
荘

◇催しの内容やひなメニューについて、詳しくは各地域のひなめぐりマップ、
　市観光協会ホームページをご確認ください。

昨
年
の
各
地
域「
ひ
な
街
道
」の
様
子

須藤家のおひなさま（本荘郷土資料館所蔵）

資料館・美術館企画展
「春を呼ぶおひな様」

２/９  ～４/７
町中ひなめぐり

３/９  ～３/17
オープニングセレモニー
３/９ 11時半～
会場／由利高原鉄道　矢島駅

まちなか

展
示

会
場
　
カ
ダ
ー
レ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
　
本
荘
町
中
ひ
な
め
ぐ
り
実
行

　
　
委
員
会
　
☎
24―

６
３
４
９
、

　
　
本
荘
郷
土
資
料
館
　
☎
24―

　
　
３
５
７
０
、
修
身
館
　
☎
28

　
　―

４
７
２
２

期
間
　
３
月
９
日
㈯
〜
17
日
㈰

　
　
　
10
時
〜
16
時

会
場
　
石
脇
公
徳
館
と
周
辺
の

　
　
　
通
り
沿
い
民
家

　
　
　
　
　（
の
ぼ
り
旗
が
目
印
）

  

展
示
な
ど

▼
石
川
善
兵
衛
翁
の
写
真
・
功
績

パ
ネ
ル
展
示
▼
ひ
な
飾
り
・
つ
る

し
び
な
・
紙
人
形
・
創
作
び
な
展

示
▼
傘
鉾
の
展
示
▼
神
楽
舞
い
・

裸
ま
い
り
の
映
像
上
映
▼
石
脇
神

楽
の
神
楽
殿
公
開
（
期
間
中
土
日

午
前
・
午
後
）▼「
ふ
る
さ
と
石
脇

の
移
り
変
わ
り
」
パ
ネ
ル
展
示
▼

石
脇
３
保
育
園
児
に
よ
る
手
作
り

お
ひ
な
さ
ま
を
展
示

  

イ
ベ
ン
ト

▼
三
浦
九
十
九
一
座
民
謡
シ
ョ
ー

３
月
９
日
㈯
　
11
時
〜
▼
ま
ま

ち
ょ
こ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
３
月

９
日
㈯
　
13
時
〜
▼
秋
田
芸
能
つ

ど
い
の
会
に
よ
る
シ
ョ
ー
　
３
月

10
日
㈰
　
①
11
時
〜
②
14
時
〜
▼

石
脇
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
踊
り
と

唄
披
露
　
３
月
16
日
㈯
①
11
時
〜

②
14
時
〜
▼
石
脇
神
楽
の
笛
・
太

由利高原鉄道
「おひなっこ列車」で
　　わくわくワールドへ！

　毎年好評のおひなっこ列車を今

年も運行します。

期間　３月９日㈯～ 17 日㈰ 

運行時刻
　矢島駅　　　　   9：40 発　

　羽後本荘駅　　10：43 発

料金（羽後本荘～矢島）

　　　　　　片道　６００円　

問　由利高原鉄道　

　　☎５６－２７３６

由利本荘市の
　特産品が当たる
　スタンプラリー
　　　　　　開催！
　秋田由利牛やお酒など、特産品

が当たります。

応募期間　４月７日㈰まで

スタンプ設置場所
亀田城佐藤八十八美術館・出羽伝

承館・本荘郷土資料館・矢島郷土

資料館

問　市観光協会

　　（観光文化振興課内）

　　☎２４－６３４９

ひなメニューを
　　　　　召し上がれ！

はーとぽーと大内ぽぽろっこ提供
「ひな街道ちらしセット」

　ひな街道の期間にあわせて、市

内の14カ所のレストランなどで

特別メニューを提供しています。

ひなめぐりの途中にぜひご利用く

ださい。

矢
島

展
示

矢
島
郷
土
資
料
館

　開
館
時
間
　
９
時
〜
17
時

　入
館
料
　
無
料

  

イ
ベ
ン
ト

●
矢
島
ひ
な
め
ぐ
り
も
り
あ
げ
隊

　
矢
島
中
学
校
と
矢
島
高
校
の
生

　
徒
が
各
展
示
会
場
、
町
の
中
を

　
案
内
し
ま
す
。

　
開
催
日
　
３
月
９
日
㈯
・
16
日
㈯

●
矢
島
柳
飾
り
講
習
会

　
日
時
　
３
月
10
日
㈰
　
①
10
時

　
　
　
　
〜
正
午
②
13
時
〜
15
時

　
会
場
　
日
新
館

●
キ
ッ
ズ
お
も
て
な
し
隊
　

　
矢
島
小
学
校
の
３
年
生
が
お
茶

　
の
接
待
や
案
内
を
し
ま
す
。

　
日
時
　
３
月
12
日
㈫
・
13
日
㈬

　
　
　
　
13
時
半
〜
15
時
　

●
ガ
イ
ド
付
き
コ
ー
ス
め
ぐ
り

　
ひ
な
め
ぐ
り
を
し
な
が
ら
、
町

　
の
見
ど
こ
ろ
も
案
内
し
ま
す
。

　
料
金
　
６
人
ま
で
２
時
間
千
円

　
　
　
　（
６
人
以
上
も
対
応
可
）

　※

３
日
前
ま
で
要
予
約
。

　申
し
込
み
　
見
ど
こ
ろ
案
内
人

　
　
の
会
　
☎
０
９
０―

４
０
４

　
　
０―

７
１
８
５
（
東
海
林
）

　
　☎
55―

４
２
１
５
（
高
橋
）

●
矢
島
ひ
な
め
ぐ
り
券

　
有
料
展
示
会
場
で
は
「
矢
島
ひ

　
な
め
ぐ
り
券（
矢
島
地
域
限
定

　
が
必
要
で
す
。

　価
格
　
３
０
０
円

　販
売
　
矢
島
駅
・
福
祉
会
館
・

　
　
　
　
道
益
苑

　
〜
絵
馬
に
願
い
を
〜

「
矢
島
ひ
な
め
ぐ

り
券
」
は
裏
が
絵

馬
に
な
っ
て
お

り
、
願
い
事
が
書

け
ま
す
。
矢
島
駅

の
「
絵
馬
預
か
り

所
」
に
預
け
て
い
た
だ
く
と
、「
幸

福
神
社
」
に
奉
納
し
ま
す
。

問
　
矢
島
ひ
な
め
ぐ
り
実
行
委
員

　
　
会
事
務
局

　
　☎
55―

４
９
５
３

亀
田
城
佐
藤
八
十
八
美
術
館

　開
館
時
間
　
９
時
〜
17
時

　入
館
料
　
２
１
０
円

史
跡
保
存
伝
承
の
里

　天
鷺
村

　開
館
時
間
　
９
時
〜
17
時

出
羽
伝
承
館
（
道
の
駅
お
お
う
ち
隣
） 

　
素
朴
で
愛
ら
し
い
八
橋
土
人
形

　
を
一
堂
に
集
め
て
展
示
し
て
い

　
ま
す
。
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ

　
る
よ
う
な
懐
か
し
い
表
情
の
ひ

　
な
人
形
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　開
館
時
間
　
９
時
〜
18
時（
土
・

　
　
　
日
・
祝
は
17
時
ま
で
）

　入
館
料
　
無
料

問
　
出
羽
伝
承
館
　
☎
62―

０
５

　
　
０
５

ゆ
り
え
も
ん

　
つ
る
し
び
な
・
ひ
な
段
飾
り
を

　
展
示
し
ま
す
。

期
間
　
３
月
９
日
㈯
〜
17
日
㈰

問
　
ゆ
り
え
も
ん
　
☎
53―

２
６

　
　
５
１

　入
村
料
　
４
１
０
円

〇
２
施
設
共
通
券

　価
格
　
５
０
０
円
（
４
月
７
日

　
　
　
　
ま
で
有
効
）

  

イ
ベ
ン
ト

●
お
箏
で
奏
で
る
ひ
な
ま
つ
り
　

　日
時
　
３
月
３
日
㈰

　
　
　
　
13
時
半
〜
　※

無
料

　
日
本
の
伝
統
楽
器
「
お
箏
」
の

　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。
お
ひ
な
さ

　
ま
に
囲
ま
れ
た
会
場
で
澄
ん
だ

　
音
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　会
場
　
亀
田
城
佐
藤
八
十
八
美

　
　
　
　
術
館

問
　
亀
田
城
佐
藤
八
十
八
美
術
館

　
　
☎
74―

２
５
０
０
　
史
跡
保

　
　
存
伝
承
の
里
　
天
鷺
村

　
　☎
74―

２
５
２
５

岩
城

展
示

大
内

展
示

由
利

展
示

こ
と

鼓
の
実
演
、石
脇
さ
ん
ぶ
つ
（
唄
）

の
披
露
　
３
月
17
日
㈰
①
11
時
〜

②
14
時
〜
▼
販
売
　
本
荘
う
ど
ん

（
土
日
）、吉
野
屋
菓
子
舗
の
菓
子
・

抹
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
・
乾
麺
（
毎
日
）

※

期
間
中
は
甘
酒
を
無
料
で
提
供

　
し
ま
す
。

問
　
石
脇
地
域
お
こ
し
実
行
委
員

　
　
会
　
☎
０
８
０―

５
７
３
６

　
　―

４
６
８
８

）」

各地域展示資料館の休館日は月曜日。
〔３月11日㈪は開館します〕
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鳥
海
ダ
ム
の
建
設
に
関
す
る

　
　
　
　

    

基
本
計
画
が
告
示

平
成
40
年
度
完
成
に
向
け
て
大
き
な
節
目

　
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
が
鳥
海
町
百
宅
地
区
で
進
め
て
い

る
鳥
海
ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
12
月
20
日
に
「
鳥
海

ダ
ム
の
建
設
に
関
す
る
基
本
計
画
」
が
官
報
で
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
長
年
に
わ
た
り
鳥
海
ダ
ム
の
早
期

建
設
に
向
け
て
要
望
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
活
動
が
実
を
結

び
、
今
、
大
き
な
節
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
「
基
本
計
画
」
に
は
、
ダ
ム
建
設
の
目
的
や
規
模
、
総
事
業
費
や

事
業
工
期
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
本
格
的
な
工
事
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
鳥
海
ダ
ム
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

  

鳥
海
ダ
ム
の
主
な
目
的

○
洪
水
か
ら
地
域
を
守
り
ま
す

　
子
吉
川
の
洪
水
被
害
は
最
も
古
い
記
録
を

た
ど
る
と
元
和
８
年
（
１
６
２
２
年
）
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
明
治
27
年
８
月
に
は
、
旧

本
荘
市
が
一
部
を
除
き
ほ
ぼ
全
域
で
浸
水
す

る
前
代
未
聞
の
大
洪
水
が
あ
っ
た
と
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
昭
和
47
年
７
月
、

昭
和
55
年
４
月
、
平
成
２
年
６
月
に
洪
水
が

起
こ
り
、
最
近
で
は
平
成
23
年
６
月
に
床
上

浸
水
46
戸
、
床
下
浸
水
85
戸
、
農
地
浸
水
２

５
７
㌶
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
子
吉
川
が
そ
の
長
さ
に
対
し
て
標
高
差

が
大
き
く
、
降
っ
た
雨
が
一
気
に
流
れ
出
る

こ
と
が
主
な
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鳥
海
ダ
ム
は
、
洪
水
ピ
ー
ク
時
に
お
け
る

ダ
ム
か
ら
の
放
流
量
を
調
節
し
、
堤
防
の
整

備
や
河
道
掘
削
な
ど
の
河
川
改
修
と
あ
わ
せ

て
子
吉
川
沿
川
の
洪
水
被
害
の
低
減
を
図
り

ま
す
。

○
流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
し
ま
す

　
鳥
海
ダ
ム
下
流
域
の
か
ん
が
い
用
水
な
ど

の
安
定
補
給
を
行
う
ほ
か
、
塩
水
遡
上
に
よ

る
取
水
障
害
の
防
止
や
水
質
の
改
善
な
ら
び

に
動
植
物
の
生
息
生
育
に
関
わ
る
河
川
環
境

の
保
全
を
図
り
ま
す
。

○
水
道
用
水
を
供
給
し
ま
す

　
子
吉
川
流
域
で
は
、
流
量
が
少
な
く
な
る

夏
場
の
渇
水
な
ど
に
よ
り
、
黒
森
川
貯
水
池

な
ど
主
要
貯
水
池
の
水
位
が
下
が
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
節
水
の
協
力
を
お
願
い
す
る
な

ど
、
市
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

き
ま
し
た
。
鳥
海
ダ
ム
が
で
き
る
こ
と
に
よ

り
、
水
道
用
水
の
安
定
供
給
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
水
力
発
電
〜
ク
リ
ー
ン
な

　
　
　
　
　エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
ま
す
〜

　
鳥
海
ダ
ム
の
建
設
に
伴
っ
て
新
設
さ
れ
る

鳥
海
発
電
所
（
仮
称
）
（
発
電
事
業
者
：
秋

田
県
）
で
は
、
ダ
ム
下
流
へ
流
す
放
流
水
を

活
用
し
て
、
最
大
出
力
９
９
０
㌔
㍗
の
発
電

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

鳥
海
ダ
ム
っ
て
ど
ん
な
ダ
ム
？
　
　

○
建
設
地…

子
吉
川
水
系
子
吉
川
、
由
利
本

荘
市
鳥
海
町
百
宅
地
先

※

ダ
ム
は
鳥
海
山
の
山
頂
か
ら
見
る
と
東
北

東
へ
約
９
㌔
㍍
の
位
置
に
造
ら
れ
、
法
体
の

滝
の
下
流
に
あ
る
砂
防
え
ん
堤
ま
で
水
が
貯

ま
り
ま
す
。

○
ダ
ム
の
大
き
さ
（
形
式
）…

ダ
ム
の
高
さ

は
（
堤
高
）
81
㍍
（
カ
ダ
ー
レ
の
２
倍
以

上
）
、
ダ
ム
の
長
さ
は
３
６
５
㍍
（
岩
城
地

域
の
道
川
漁
港
の
橋
の
長
さ
と
同
程
度
）
、

ダ
ム
の
型
式
は
台
形
Ｃ
Ｓ
Ｇ
ダ
ム
（
Ｃ
は
セ

メ
ン
ト
、
Ｓ
は
サ
ン
ド
﹇
砂
﹈
、
Ｇ
は
グ
ラ

ベ
ル
﹇
砂
利
﹈
の
頭
文
字
）

○
総
事
業
費…

約
１
１
０
０
億
円

○
工
期…

平
成
５
年
度
（
１
９
９
３
年
度
）

〜
平
成
40
年
度
（
２
０
２
８
年
度
）

※

鳥
海
ダ
ム
工
事
事
務
所
で
は
、
一
般
の
方

々
を
対
象
に
、
鳥
海
ダ
ム
の
役
割
や
効
果
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
「
出
前
講

座
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

  

鳥
海
ダ
ム
周
辺
整
備
検
討
会
　
　
　

　
市
で
は
、
ダ
ム
建
設
中
や
完
成
後
の
利
活

用
を
見
据
え
た
鳥
海
ダ
ム
周
辺
整
備
計
画
を

策
定
す
る
目
的
で
鳥
海
ダ
ム
工
事
事
務
所
、

秋
田
県
な
ら
び
に
市
民
団
体
と
協
議
す
る
鳥

海
ダ
ム
周
辺
整
備
検
討
会
（
会
長
：
長
谷
部

市
長
）
を
平
成
30
年
６
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
建
設
部
会
、
観
光
・
商
工
部
会
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
部
会
の
３
部
会
に
分
か
れ

て
、
４
者
の
役
割
に
応
じ
た
活
動
に
つ
い
て

協
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
32
年
３
月

を
め
ど
に
整
備
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

  
鳥
海
ダ
ム
カ
レ
ー

　
ダ
ム
カ
レ
ー
と
は
、
ダ
ム
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
カ
レ
ー
の
こ
と
で
、
平
成
21
年
ご
ろ
か

ら
全
国
的
に
増
え
始
め
、
東
北
地
方
で
は
25

の
ダ
ム
カ
レ
ー
が
あ
り
ま
す
。
（
平
成
31
年

１
月
現
在
）

　
ホ
テ
ル
フ
ォ
レ
ス
タ

鳥
海
で
は
、
ト
ン
カ
ツ

を
ダ
ム
、
ご
飯
を
貯
水

池
の
湖
面
、
野
菜
を
四

季
の
鳥
海
山
に
見
立
て

た
鳥
海
ダ
ム
カ
レ
ー
を
考
案
・
企
画
し
、
平

成
29
年
12
月
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
の
新
メ
ニ
ュ

ー
と
し
て
８
０
０
円
（
税
込
み
）
で
提
供
し

て
い
ま
す
。
秋
田
由
利
牛
を
含
む
合
い
び
き

肉
を
使
っ
た
キ
ー
マ
カ
レ
ー
風
で
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代
が
食
べ
や

す
い
よ
う
に
程
よ
い
辛
さ
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
ダ
ム
建
設
・
ダ
ム
カ
ー
ド
に
つ
い
て

鳥
海
ダ
ム
工
事
事
務
所

☎
23―

５
１
２
０

▽
ダ
ム
周
辺
整
備
検
討
会
に
つ
い
て

総
合
政
策
課

鳥
海
ダ
ム
利
活
用
推
進
室

☎
24―

６
２
０
７

▽
ダ
ム
カ
ー
ド
連
携
店
舗
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

由
利
本
荘
市
商
工
会

☎
23―

８
６
８
６

▽
ダ
ム
カ
レ
ー
に
つ
い
て

ホ
テ
ル
フ
ォ
レ
ス
タ
鳥
海

☎
58―

２
８
８
８

「鳥海ダムカードの配布」
「連携店舗でのサービス提供」

Ｗにっこり企画を開催しています　
　鳥海ダム工事事務所では、ダム建設事業を広く知ってもらおうと「鳥海ダム
カード」を作成し、同事務所とホテルフォレスタ鳥海で配布を開始しました。
「ダムカード」はダムをＰＲする目的で全国各地のダム管理事務所などで無料
配布されているものです。 
　また、カード配布開始に
あわせて鳥海ダム周辺整備
検討会では、交流人口拡大
と地域活性化を図ろうと、
市内の道の駅や飲食店など
計14施設の連携店で、カー
ドを提示すれば割引などの
サービスを受けられる企画
を開始しました。この企画は３月末まで
試験的に行うものですが、今後も連携店
を拡大して継続していく計画を進めてい
ます。
　ぜひこの機会にダムカードをもらって、
お得なサービスを受けてみませんか。 完成予想図

法体の滝

!

　サービスなどの詳細については、
市ホームページ
「鳥海ダムカード
の配布と連携店舗
サービス」をご覧
ください。
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◆「市長の行動」報告（1月分）
　※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

Event  and  Sports Yurihonjo  City  Topics

　
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

Ｂ
リ
ー
グ
の
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ

ピ
ネ
ッ
ツ
（
秋
田
Ｎ
Ｈ
）
の
試

合
が
３
月
２
日
、
３
日
に
ナ
イ

ス
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ゲ
ー
ム
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る

第
14
回
由
利
本
荘
美
術
展

地
域
の
作
家
の
力
作
並
ぶ

　
第
14
回
由
利
本
荘
美
術
展
が

２
月
２
日
か
ら
６
日
に
か
け
て

カ
ダ
ー
レ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か

れ
、
延
べ
１
４
５
０
人
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
会
場

に
は
、
本
市
と
に
か
ほ
市
の
作

家
が
手
掛
け
た
絵
画
や
書
、
工

芸
品
や
写
真
な
ど
計
１
１
７
の

作
品
が
並
び
ま
し
た
。
訪
れ
た

人
た
ち
は
、
そ
の
一
つ
一
つ
を

じ
っ
く
り
と
眺
め
、
仲
間
と
感

想
を
述
べ
合
う
な
ど
し
て
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
書
を
出
品
し
た
佐
々
木
幸
子

さ
ん
（
54
歳
・
大
倉
沢
）
は
「
他

の
人
の
作
品
を
見
る
と
刺
激
に

な
り
ま
す
。
会
場
に
来
た
人
と

交
流
で
き
る
の
も
楽
し
い
」
と

話
し
、
書
道
部
門
以
外
の
コ
ー

ナ
ー
に
も
足
を
止
め
て
ゆ
っ
く

り
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　
笹
子
雪
ま
つ
り
が
２
月
９
日

と
10
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
、
地
元
の
住
民
や
市

内
外
か
ら
の
来
場
客
が
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
９
日
は
夕
方
か
ら
、
道
沿
い

に
で
き
た
雪
の
壁
を
く
り
ぬ
い

て
ろ
う
そ
く
の
明
か
り
を
と
も

す
「
雪
明
か
り
街
道
」
や
ど
ん

ど
焼
き
、
花
火
な
ど
、
雪
と
光

を
掛
け
合
わ
せ
た
催
し
が
行
わ

れ
、
辺
り
が
幻
想
的
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
翌
10
日
は
、
餅
つ
き
や
ア
ツ

ア
ツ
の
じ
ね
ご
汁
の
振
る
舞
い

な
ど
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、

Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

㈱
で
は
、
市
内
の
小
学
生
を
対

象
に
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
１
０
０
枚

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
２
月
12
日

に
須
田
精
一
取
締
役
会
長
が
秋

田
Ｎ
Ｈ
㈱
水
野
勇
気
代
表
取
締

役
社
長
と
と
も
に
、
西
目
総
合

支
所
へ
来
庁
。
「
多
く
の
人
が

ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
を
利
用
す
る

一
助
と
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と

述
べ
、
佐
々
田
教
育
長
へ
目
録

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
18
日
に
は
水
野
社
長

と
主
将
の
谷
口
大
智
選
手
が
長

谷
部
市
長
を
訪
問
。
谷
口
主
将

　
や
し
ま
冬
ま
つ
り
・
酒
蔵
開

放
が
２
月
９
日
に
矢
島
駅
周
辺

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
日
の
夕
方
に
は
「
や
し
ま

雪
夜
の
冬
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、

雪
灯
篭
コ
ン
テ
ス
ト
や
花
火
大

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

友
好
都
市
協
定
を
結
ぶ
香
川
県

丸
亀
市
の
丸
亀
城
を
模
し
た
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
も
登
場
し
、
来
場

者
を
出
迎
え
ま
し
た
。

　
翌
９
日
は
天
寿
酒
造
と
佐
藤

酒
造
店
の
酒
蔵
開
放
が
行
わ
れ
、

し
ぼ
り
た
て
新
酒
を
味
わ
お
う

と
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
人
が
、

試
飲
コ
ー
ナ
ー
に
長
蛇
の
列
を

作
り
ま
し
た
。
ま
た
や
し
ま
冬

ま
つ
り
で
は
、
さ
ぬ
き
う
ど
ん

や
カ
ッ
ポ
酒
な
ど
の
屋
台
が
立

ち
並
び
、
大
勢
の
来
場
者
が
名

物
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

第
９
回
笹
子
雪
ま
つ
り

雪
が
舞
う
中
、
イ
ベ
ン
ト
に
ぎ
わ
う

地
域
の
名
物
を
満
喫

や
し
ま
冬
ま
つ
り
・
酒
蔵
開
放

ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
の
試
合
を
前
に

Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
贈
呈は

「
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
の
試

合
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
普

段
か
ら
応
援
に
来
て
く
れ
る
人

も
含
め
、
多
く
の
人
に
足
を
運

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

優
良
技
能
者
５
人
を
表
彰

市
優
良
技
能
者
表
彰
式

　
長
年
に
わ
た
る
技
能
の
研
さ

ん
と
、
業
界
の
発
展
や
後
進
の

育
成
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
を
た

た
え
る
「
市
優
良
技
能
者
表
彰

式
」
が
２
月
７
日
、
市
内
の
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
工

藤
正
一
さ
ん
（
62
歳
・
岩
城
富

田
）
、
佐
々
木
義
昭
さ
ん
（
69

歳
・
新
田
）
、
佐
藤
悦
郎
さ
ん

（
63
歳
・
矢
島
町
元
町
）
、
佐

藤
正
博
さ
ん
（
61
歳
・
東
由
利

黒
渕
）
、
村
上
章
一
さ
ん
（
73

歳
・
鳥
海
町
上
川
内
）
の
５
人

の
方
々
で
す
。
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

黒沢駅愛好会総会懇親会へ寸志（　地域振興課）
市社交飲食同業組合新年会会費（　阿部副市長）
秋田建築労働組合本荘由利支部総会懇親会
費（　建設部政策監）
小友地区地域懇談会懇親会会費
県宅地建物取引業協会本荘由利地区協議会
市との懇談会懇親会会費
秋田・広域観光創生の集い・北前船寄港地フ
ォーラム新春の会会費（　九嶋副市長）

仕事始め訓示
五役・部長・支所長会議
大友トシヱ氏　百歳長寿祝金贈呈式
新春商工パーティー
市消防出初式
鮎川地区行政懇談会懇親会
中華人民共和国無錫市友好訪問団歓迎レセプション
市成人式
五役・部長・支所長会議
由利地域行政協力員会議
大内地域 市民とのふれあいトーク
鳥海地域 市民とのふれあいトーク
市商工会鳥海支所 新春懇談会・会員交流会
市ふるさと応援大使情報交換会・交流会（東京都）
在京矢島会新年懇親会（東京都）
五役会議
岩城地域 市民とのふれあいトーク
Ｂ＆Ｇ全国サミット（東京都）
本荘地域 市民とのふれあいトーク
市総合教育会議
市長と農業委員会との農政懇談会・懇親会
佐々木市雄氏「自治会等地縁による団体功労者総務大
臣表彰」受賞祝賀会
小友地区地域懇談会・懇親会
五役会議
由利地域 市民とのふれあいトーク
東由利地域 市民とのふれあいトーク
市議会臨時会
県宅地建物取引業協会本荘由利地区協議会
市との懇談会・懇親会
西目地域 市民とのふれあいトーク

1月4日㈮

5日㈯
6日㈰
9日㈬
13日㈰

15日㈫

16日㈬

17日㈭

19日㈯
20日㈰

21日㈪

22日㈫
24日㈭

25日㈮

26日㈯

27日㈰

28日㈪

29日㈫

30日㈬

31日㈭

新春商工パーティー会費
鮎川地区行政懇談会懇親会へ寸志
中華人民共和国無錫市友好訪問団歓迎レセ
プション会費
市建設コンサルタント協会新春懇談会会費
（　建設部長）
石脇地区町内役員新春交流会会費（　九嶋副市長）
市商工会鳥海支所新春懇談会会員交流会会費
市管工事協同組合新年会へ寸志（　阿部副市長）
市ふるさと応援大使情報交換会交流会会費
在京矢島会新年懇親会へ寸志
市交通指導隊本荘地区隊新年会会費
（　阿部副市長）
連合本荘地協・本荘由利地区労福協新春団
結旗開き会費（　総務部長）
由利本荘青年会議所新年祝賀会会費
（　九嶋副市長）
企業訪問時特産品お土産
市長と農業委員会との農政懇談会懇親会会費
市職労団結旗びらきへ寸志（　阿部副市長）
ぱいんすぱ新山新春の集い会費（　商工観光部長）
本荘高校同窓会・ＰＴＡ合同新年祝賀会会費
（　阿部副市長）
佐々木市雄氏「自治会等地縁による団体功労
者総務大臣表彰」受賞祝賀会会費

1月4日
6日

9日

10日

12日
17日
18日
19日

20日

22日

24日

24日～25日

25日

26日

3,000
3,440

6,000

3,000

2,000
4,000
3,480
7,000
10,000

5,000

2,000

5,000

2,268
5,000
3,482
3,000

5,000

7,000

◆市長交際費の報告
（１）弔　事

（２）会費等 （円）

（円）

○代

○代

○代
○代

○代

○：代理出席代

合　計

合　計

支出日 支出額支　出　内　容

支出額
45,000

件　　　　　数
3　件

○代

○代

○代

27日

30日

新春商工パーティー会費
（両副市長出席3,000円×2人）
中華人民共和国無錫市友好訪問団歓迎レセ
プション会費（両副市長出席6,000円×２人）
市商工会鳥海支所新春懇談会会員交流会会費
（阿部副市長出席）
市ふるさと応援大使情報交換会交流会会費
（阿部副市長出席）

副市長交際費執行状況

3,440
8,000

5,000

1,000

5,000

6,000

108,110

合　計

1月4日

9日

17日

19日

支出日 支　出　内　容 支出額

6,000

12,000

4,000

7,000

29,000

○代

○代

○代

○代

（円）

水野社長（右）と主将の
谷口大智選手（左）

須田会長（左）とマスコット
キャラクターのビッキー（中央）

○代

湯
気
の
上
が
る
食
べ
物
で
体
を

温
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
に
設
け
ら
れ
た
長
い
滑
り
台

で
は
子
ど
も
た
ち
が
ス
ノ
ー
チ

ュ
ー
ブ
に
列
を
作
り
、
雪
の
世

界
に
に
ぎ
や
か
な
声
を
響
か
せ

て
い
ま
し
た
。

雪の滑り台で遊ぶ子ども体が温まるカッポ酒が大人気

左から工藤さん、佐々木さん、長谷部市長、
佐藤悦郎さん、佐藤正博さん、村上さん



　
住
民
異
動
届
（
転
入
・
転
出
・

転
居
）
の
受
け
付
け
と
各
種
証
明

発
行
が
で
き
る
「
休
日
等
臨
時
窓

口
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
年
度
末
・
年
度
初
め
は
、
転

勤
・
就
職
・
進
学
な
ど
で
住
所
変

更
な
ど
の
手
続
き
が
増
え
、
窓
口

が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
「
休

日
等
臨
時
窓
口
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

開
設
日
時
　
３
月
21
日
（
木
・   

　
祝
）
、
23
日
㈯
、
30
日
㈯
、
４

　
月
６
日
㈯
、
９
時
〜
15
時

開
設
場
所
　
市
役
所
１
階
市
民
窓

　
口
セ
ン
タ
ー

　※

各
総
合
支
所
窓
口
で
は
開
設

　
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　
い
。

取
り
扱
い
業
務

〇
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
の
住

　
民
異
動
届
の
受
け
付
け

・
必
要
な
も
の…

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
写
真
付
き

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
所
持

　
者
：
カ
ー
ド
の
更
新
の
み
後
日

　
と
な
り
ま
す
）、
国
保
保
険
証

　（
加
入
者
）、国
保
高
齢
受
給
者

　
証（
該
当
者
）、後
期
高
齢
者
保

　
険
証（
該
当
者
）、福
祉
医
療
費

　
受
給
者
証（
該
当
者
）な
ど

〇
印
鑑
登
録
の
受
け
付
け
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1

〇
各
種
証
明
の
発
行

（
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、

　
所
得
・
課
税
証
明
書
）

※

戸
籍
謄
本
な
ど
の
戸
籍
の
証
明

　
書
は
臨
時
窓
口
で
は
発
行
で
き

　
ま
せ
ん
。

※

窓
口
で
は
本
人
確
認
（
免
許
証

　
な
ど
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

　
た
、
出
生
、
死
亡
な
ど
の
戸
籍

　
届
出
は
通
常
の
時
間
外
窓
口
の

　
当
直
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

　
住
民
票
や
税
の
証
明
書
な
ど
を
、

市
役
所
の
職
員
が
自
宅
に
お
届
け

す
る
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
方

　
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
１

人
で
の
外
出
が
困
難
か
つ
、
家
族

に
よ
る
申
請
が
困
難
な
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

　
２
級
を
所
持
し
て
い
る
方
（
聴

　
覚
障
が
い
を
除
く
）

③
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

④
生
後
４
カ
月
ま
で
の
子
ど
も
が

　
い
る
世
帯
の
方

⑤
①
か
ら
④
と
同
等
の
状
態
で
あ

　
る
と
認
め
ら
れ
た
方

宅
配
サ
ー
ビ
ス
で
き
る
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し

・
身
分
証
明
書

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
所
得
証
明
書
　

・
課
税
証
明
書

・
所
得
課
税
証
明
書
　

・
非
課
税
証
明
書

・
納
税
証
明
書

・
固
定
資
産
評
価
証
明
書

・
固
定
資
産
証
明
書

・
資
産
証
明
書

申
し
込
み
方
法

　
開
庁
日
の
８
時
半
か
ら
17
時
15

分
ま
で
、
市
役
所
市
民
窓
口
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ

ー
ビ
ス
課
ま
で
電
話
、
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
願
い
し
ま
す
。
申
し
込

み
は
本
人
ま
た
は
住
民
票
の
同
一

世
帯
員
に
限
り
ま
す
。
（
身
分
証

明
書
の
発
行
は
本
人
申
請
に
限
り

ま
す
）
な
お
、
申
し
込
み
の
際
は
、

次
の
事
項
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

・
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
連

　
絡
先
電
話
番
号

・
必
要
と
す
る
証
明
書
等
の
種
類
、

　
通
数

・
証
明
書
の
使
用
目
的

・
印
鑑
登
録
証
明
書
を
申
請
す
る

　
場
合
、
印
鑑
登
録
証
番
号

・
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

　
方
は
、
障
が
い
名
と
障
が
い
の

　
程
度

・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

　
は
、
要
介
護
度

　
原
則
と
し
て
申
請
受
付
日
の
翌

開
庁
日
ま
た
は
翌
々
開
庁
日
の
９

時
か
ら
17
時
に
お
届
け
し
ま
す
。

配
達
料
は
無
料
で
す
が
、
証
明
書

と
引
き
替
え
に
交
付
手
数
料
を
お

支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。
お
渡
し

す
る
際
は
職
員
が
ご
自
宅
を
訪
問

し
、
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

〜
宅
配
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
流
れ
〜

平
成
31
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
が

施
設
の
管
理
運
営
を
し
ま
す

　
転
入
・
転
出
の
手
続
き
が
で
き
る

「
休
日
等
臨
時
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す

　
2
４
月
１
日
か
ら

証
明
書
等
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す

3
　
平
成
31
年
度
か
ら
次
の
指
定
管

理
者
が
、
施
設
の
管
理
運
営
を
し

ま
す
。

　
指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
公
の

施
設
の
管
理
運
営
を
広
く
民
間
の

団
体
や
事
業
者
に
任
せ
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
施
設
運
営
の
効

率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

制
度
で
す
。
今
後
と
も
市
民
の
皆

さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
一
層

向
上
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

○
施
設
名
　
　
　
　

　
芋
川
桜
づ
つ
み
河
川
緑
地
　
　

　
芋
川
桜
づ
つ
み
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

　
場

○
指
定
管
理
者

　
株
式
会
社
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ
　

　
代
表
取
締
役
　
吉
澤
幸
夫

○
指
定
期
間

　
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
同
35

　
年
３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間

☎
24―

６
２
９
１

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

問
い
合
わ
せ
先

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

☎
24―

６
２
９
１

問
い
合
わ
せ
先

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

鳥海山・飛島ジオパーク
リレーコラム
「日本海と大地がつくる
　　　　 　　　 水と命の循環」

【第51回】
“ボツメク” 湧き水の秘密

秋田大学教育文化学部
　　林　武司　 教授

芋川桜づつみパークゴルフ場

☎
32―

１
３
３
４

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

　由利本荘市の東由利地域には、“ボツメキ湧水”と

呼ばれる湧き水があります。ボツメキ湧水の名の由

来には諸説あり、その一つに“ボツボツと豊富に水

が湧き出す様子”からその名が付いたというものが

あります。１日に約900㌧といわれるボツメキ湧水

の豊富な水は、一体どこからくるのでしょうか？

　ボツメキ湧水は、八塩山の中腹に位置していま

す。八塩山の周囲に高い山はなく、ボツメキ湧水は

八塩山に降った雨や雪解け水が起源と考えられま

す。しかしボツメキ湧水以外に、八塩山に水量の豊

富な湧き水はみられません。どうやらボツメキ湧水

の秘密は八塩山の地下にあるようです。八塩山の地

下には、八塩山を作り出した地殻変動によってでき

た断層があり、この断層はボツメキ湧水の近くを

通っていると考えられています。断層と地下の水の

流れとの関係はさまざまですが、八塩山では、断層

が地下の水の流れを規制してボツメキ湧水の豊富な

水量を支えていることが考えられます。

　皆さんのお住まいの地域にも、湧き水がおありの

ことでしょう。見慣れているはずの湧き水も、実は

たくさんの秘密を抱えていると考えると、新たな気

付きを得られるかもしれません。

①
申
し
込
み
（
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
Ｘ
）
・
内
容
の
聞
き
取
り

②
配
達
（
申
し
込
み
の
翌
開
庁
日

　
ま
た
は
翌
々
開
庁
日
の
９
時
か

　
ら
17
時
）※

配
達
料
は
無
料

③
自
宅
に
て
本
人
確
認

　
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

④
内
容
の
確
認
、
手
数
料
と
引
き

　
換
え
に
証
明
書
の
交
付
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功
労
賞

▽
石
川
勤
（
サ
ッ
カ
ー
・
市
サ
ッ
カ
ー
協

会
）
▽
佐
藤
公
（
ス
キ
ー
・
矢
島
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
）

有
功
賞

▽
大
井
ヒ
ロ
ミ
（
ボ
ー
ト
・
子
吉
川
ボ
ー

ト
連
盟
）
▽
鎌
田
次
男
（
陸
上
・
由
利
本

荘
市
に
か
ほ
市
陸
上
競
技
協
会
）

特
別
栄
光
賞
【
個
人
】

▽
小
野
祐
佳
（
カ
ヌ
ー
・
県
体
育
協
会
）

▽
佐
藤
雅
也
（
ボ
ー
ト
・
明
治
大
２
年
）

栄
光
賞
【
個
人
】

▽
大
場
万
弥
（
柔
道
・
本
荘
高
１
年
）
▽

松
川
瑛
（
カ
ヌ
ー
・
本
荘
高
２
年
）
▽
齋

藤
笑
（
陸
上
・
ゆ
り
支
援
学
校
高
等
部
３

年
）
▽
小
番
透
馬（
陸
上
・
由
利
工
３
年
）

▽
田
口
美
里
（
ボ
ー
ト
・
東
京
経
済
大
１

年
）
▽
猪
股
優
人
（
ボ
ー
ト
・
仙
台
大
３

年
）
▽
高
野
栄
（
水
泳
）
▽
伊
藤
國
夫

（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）

栄
光
賞
【
団
体
】

▽
本
荘
高
等
学
校
端
艇
部
男
子
▽
本
荘
高

等
学
校
端
艇
部
女
子

奨
励
賞
【
個
人
】

▽
荘
司
絢
芽
（
空
手
・
新
山
小
１
年
）
▽

阿
部
彪
雅
（
空
手
・
子
吉
小
２
年
）
▽
伊

藤
蓮
夏（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
岩
城
小
２
年
）

▽
土
田
遥
心
（
ス
キ
ー
・
矢
島
小
２
年
）

▽
村
上
つ
ば
き（
ス
キ
ー
・
鳥
海
小
２
年
）

▽
菅
原
莉
々
花
（
空
手
・
小
友
小
３
年
）

▽
佐
々
木
か
な
の
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
東

由
利
小
３
年
）
▽
五
十
嵐
慧
（
レ
ス
リ
ン

グ
・
新
山
小
３
年
）
▽
伊
藤
希
叶
（
空
手

・
岩
城
小
３
年
）
▽
加
藤
葉
那
（
ス
キ
ー

・
大
内
小
４
年
）
▽
佐
々
木
槙
平
（
ス
キ

ー
・
大
内
小
４
年
）
▽
吉
川
千
花
（
柔
道

・
小
友
小
５
年
）
▽
齋
藤
周
華
（
レ
ス
リ

ン
グ
・
尾
崎
小
５
年
）
▽
高
野
結
惺
（
陸

上
・
岩
城
小
５
年
）
▽
佐
藤
豪
（
陸
上
・

鳥
海
小
５
年
）
▽
佐
藤
洸
空
（
空
手
・
新

山
小
５
年
）
▽
齋
藤
康
太
郎
（
レ
ス
リ
ン

グ
・
尾
崎
小
５
年
）
▽
大
場
陽
那
（
空
手

・
鶴
舞
小
５
年
）
▽
菊
地
健
介
（
卓
球
・

新
山
小
６
年
）
▽
大
場
杏
理
（
空
手
・
尾

崎
小
６
年
）
▽
伊
藤
洵
（
ス
キ
ー
・
大
内

小
６
年
）
▽
松
坂
美
嘉
（
な
ぎ
な
た
・
岩

城
小
６
年
）
▽
工
藤
理
（
な
ぎ
な
た
・
岩

城
小
６
年
）
▽
阿
部
颯
大
（
柔
道
・
小
友

小
６
年
）
▽
佐
藤
柊
太
（
ス
キ
ー
・
岩
城

小
６
年
）
▽
柴
田
優
衣
（
陸
上
・
鶴
舞
小

６
年
）
▽
大
山
智
也
（
テ
ニ
ス
・
岩
城
小

６
年
）
▽
眞
坂
東
空
（
陸
上
・
鳥
海
小
６

年
）
▽
土
田
剛
士（
剣
道
・
矢
島
小
６
年
）

▽
佐
々
木
凌
佑（
ス
キ
ー
・
大
内
中
１
年
）

▽
小
松
勇
斗
（
柔
道
・
本
荘
東
中
１
年
）

▽
千
田
み
ず
き
（
柔
道
・
西
目
中
１
年
）

▽
石
垣
明
衣
（
柔
道
・
由
利
中
１
年
）
▽

今
野
蒔
友
（
柔
道
・
本
荘
東
中
１
年
）
▽

菅
原
日
雅
（
空
手
・
本
荘
東
中
１
年
）
▽

佐
藤
彩
来
（
空
手
・
鳥
海
中
１
年
）
▽
佐

々
木
駿
成
（
卓
球
・
本
荘
南
中
２
年
）
▽

渡
邊
莉
実
（
フ
ッ
ト
サ
ル
・
本
荘
東
中
２

年
）
▽
佐
藤
心
音
（
フ
ッ
ト
サ
ル
・
西
目

中
２
年
）
▽
渡
辺
雅
朗
（
ボ
ー
ト
・
本
荘

南
中
２
年
）
▽
小
玉
綾
香
（
柔
道
・
本
荘

東
中
２
年
）
▽
木
島
伸
介
（
ボ
ー
ト
・
本

荘
東
中
３
年
）
▽
冨
樫
明
音
（
柔
道
・
本

荘
北
中
３
年
）
▽
原
野
剣
太
郎
（
カ
ヌ
ー

・
由
利
工
１
年
）
▽
工
藤
友
博
（
柔
道
・

秋
田
明
徳
館
高
１
年
）
▽
佐
藤
暖
乃
（
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
・
秋
田
北
高
２
年
）
▽
鈴
木

蓮
華
（
剣
道
・
本
荘
高
定
２
年
）
▽
横
山

叶
帆
（
ボ
ク
シ
ン
グ
・
西
目
高
３
年
）
▽

相
場
萌
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
秋
田
高

専
５
年
）
▽
與
齊
将
太
（
ヨ
ッ
ト
・
県
セ

ー
リ
ン
グ
連
盟
）
▽
佐
々
木
光
彦
（
弓
道

・
由
利
本
荘
市
役
所
）

奨
励
賞
【
団
体
】

▽
有
武
館
矢
島
道
場
▽
小
友
唯
心
塾
▽
尾

崎
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▽
新
山
女
子
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
本
荘
南
中
学
校
男
子
ボ
ー
ト
部
▽
本
荘

東
中
学
校
女
子
柔
道
部
▽
西
目
中
学
校
女

子
卓
球
部
▽
秋
田
ヤ
ン
グ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
▽
本
荘
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
男
子
▽

由
利
高
等
学
校
ボ
ー
ト
部
女
子
▽
西
目
高

等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
【
団
体
】

▽
由
利
本
荘
市
岩
城
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

▽
西
目
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
同
好
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
長
年
に
わ
た
り
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
や
、
各
大
会
で
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
た
選
手

や
チ
ー
ム
の
栄
光
を
た
た
え
る
「
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
」
が
２
月
13
日
、
ア
ク
ア
パ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
決
意
を
新
た
に
さ
ら
な
る
前
進
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

　市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

15
団
体
・

65
個
人
を
表
彰

栄
光

　
長
年
に
わ
た
り
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
や
、
各
大
会
で
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
た
選
手

や
チ
ー
ム
の
栄
光
を
た
た
え
る
「
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
」
が
２

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
決
意
を
新
た
に
さ
ら
な
る
前
進
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

平

栄
光
栄
光
栄
光

Yurihonjo city public Relations. 201911 平成31年３月１日号　広報ゆりほんじょう 10



〇３月の各館行事カレンダー
出演：つくしんぼ

出演：ゆりかごの会

出演：民話サークル

出演：ゆりかごの会

講師：鈴木タキさん

出演：本荘高校放送部

出演：にじ

出演：国境なき話し手

出演：民話サークル

出演：すずめの巣

絵本の読み聞かせほか

絵本の読み聞かせほか

由利の民話シリーズ紙芝居上演ほか

専門家によるビジネスの無料相談

絵本の読み聞かせほか

宇治十帖　光源氏の子供達  巻五十一～五十四

大人向けの朗読会　テーマ「～絆～」

大人向けの絵本の読み聞かせほか

外国語による絵本の読み聞かせほか

由利の民話シリーズ紙芝居上演ほか

絵本の読み聞かせほか

おはなしでてこい

おはなし会（お話室）

民話紙芝居

秋田県よろず支援拠点サテライト由利本荘（郷土資料室）

えほんでこんにちは（お話室）

古典講座（研修室）

大人のための朗読会（自然科学学習室2）

大人のための絵本タイム（お話室）

ヨミキカセ　ワールドワイド（お話室）

民話紙芝居

おはなしのへや

由利

中央

由利

中央

中央

中央

中央

中央

中央

由利

出羽

3日㈰

9日㈯

9日㈯

14日㈭

16日㈯

16日㈯

17日㈰

20日㈬

23日㈯

23日㈯

23日㈯

10時半～11時半

10時半～11時半

10時半～11時半

10時～15時半

10時半～11時半

13時半～15時

13時半～14時半

18時半～19時10分

10時半～11時半

10時半～11時半

10時半～11時

（中央）＝中央図書館、（由利）＝由利図書館、（出羽）＝出羽伝承館

【本荘】本荘第一病院１階　３月22日（金）　10時～13時半
【大内】上川大内出張所、下川大内出張所　３月１日（金）入れ替え※
【鳥海】笹子出張所※
※大内・鳥海の移動図書館は、月に１回入れ替えして常設

○今月の移動図書館

　地域で暮らす高齢者を、医療・介護・健康・福祉
などさまざまな面から支えるために相談や支援
を行う「地域包括支援センター」の業務について
紹介します。
日時　３月15日（金）　14時～15時
会場　カダーレ研修室２
講師　市地域包括支援センター職員
定員　20人（参加無料・要申し込み）

平成30年度　おとなの社会科10時間目
「ご利用ください！地域包括支援センター」

　仕事でポスターや商品をデザインする際に苦
労したことはありませんか？　仕事はもちろん日
常生活にも役立つデザインの生み出し方と使い
方をデザインの専門家がお話しします。
日時　３月14日（木）　18時～19時半
会場　カダーレ３階　自然科学学習室２
講師　㈲小野デザイン事務所　小野由紀子さん
定員　30人（参加無料・要申し込み）

ビジネス支援講座　仕事に役立つ『デザイン力』

中央図書館
岩城図書館
由利図書館
出羽伝承館

12日㈫、26日㈫、29日㈮
４日㈪、11日㈪、18日㈪、21日㈭、25日㈪
21日㈭
４日㈪、18日㈪、22日㈮、25日㈪　※11日㈪、19日㈫は17時閉館

〇休館日

担当：秋田企業活性化センタ
ー秋田県よろず支援拠点
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３
月
は
全
国
一
斉
「
そ
の
請
求
に

困
っ
た
ら
司
法
書
士
へ
」
強
化
月
間

　
訴
訟
内
、
訴
訟
外
を
問
わ
ず
、
金

銭
の
支
払
い
請
求
を
受
け
て
困
っ
て

い
る
方
を
対
象
に
、
電
話
ま
た
は
面

談
に
よ
る
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
専
用
番
号
　
☎
０
１
８
ー
８
２

　
４
ー
０
０
５
５

相
談
場
所
　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

　
ン
タ
ー
（
秋
田
県
司
法
書
士
会
内

　
・
秋
田
市
山
王
）

軽
自
動
車
税
に
係
る
手
続
き
を

忘
れ
ず
に
！

　
軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
譲
渡
や
相
続
で
車
両
の
所
有
者

が
変
わ
っ
た
場
合
や
車
両
を
廃
棄
し

た
場
合
は
、
３
月
31
日
ま
で
に
名
義

変
更
や
抹
消
登
録
の
手
続
き
を
完
了

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
軽
自
動
車
税
は
原
則
、
定

置
場
（
使
用
の
本
拠
地
）
の
住
所
地

で
の
課
税
と
な
り
ま
す
。
市
外
へ
転

出
す
る
際
は
、
車
両
の
住
所
変
更
手

続
き
を
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

　
車
両
に
よ
っ
て
手
続
き
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
軽
自
動
車
税

　
担
当
　
☎
24
ー
６
３
０
３
　
ま
た

　
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

◇３月～５月は「完納特別強調月間」
　いま一度、市税・国保税に納め忘れが
ないかご確認ください。納め忘れがある
と延滞金が加算される場合がありますの
でご注意ください。

◇訪問督励に力を入れています
　期限内納付の督励や口座振替の推進の
ため、納税相談員が未納者宅を訪問し、
催告を行っています。訪問時に市税・国
保税を徴収する場合は、携帯端末機から
領収書（レシート）を発行しますのでお
確かめください。

◇夜間相談窓口を開設します
　３月の水・木曜日は、19時まで時間を
延長して市税・国保税の納付を受け付け
ます。病気や離職などでやむを得ず納税
できない場合もご相談ください。
開設場所　市役所１階　収納課
開設期日　３月６日・７日・13日・14日・
　　　　　20日・27日・28日
　　　　　※21日は祝日のため閉庁

問　収納課　☎２４ー６２５６

税金の納め忘れは
ありませんか？

確かめください。

そ 

の 

他

相

　談

公
共
職
業
訓
練

　受
講
者
募
集

訓
練
科
・
定
員
　
金
属
加
工
技
術
科

　
10
人
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ

　
ン
科
15
人

訓
練
期
間
　
５
月
８
日
㈬
〜
10
月
31

　
日
㈭
　
９
時
20
分
〜
15
時
40
分

会
場

　ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
　

　（
潟
上
市
）

受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

応
募
資
格
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

　
申
し
込
み
を
し
て
い
て
再
就
職
を

　
希
望
す
る
方

募
集
期
間
　
３
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮

問
い
合
わ
せ
　
秋
田
職
業
能
力
開
発

　
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

　
タ
ー
秋
田
） 

訓
練
課
受
講
者
第
一

　
係
　
☎
０
１
８
ー
８
７
３
ー
３
１

　
７
８

市
の
各
種
無
料
相
談

市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談（
予
約
制
）

日
時

　毎
週
木
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
13
時
15
分
〜
17
時

会
場
　
市
役
所
市
民
相
談
室

内
容
　
相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
制

　
度
な
ど

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

日
時

　平
日
９
時
〜
16
時

会
場
　
市
役
所
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

内
容
　
消
費
者
と
事
業
者
間
の
契
約

　
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

行
政
相
談
委
員
・

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
相
談

日
時

　３
月
13
日
㈬

　
　
　
９
時
半
〜
11
時
半

会
場
　
市
役
所
第
６
会
議
室

内
容
　
国
の
行
政
機
関
な
ど
に
対
す

　
る
苦
情
や
疑
問
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

　
差
別
な
ど

※

こ
の
ほ
か
市
民
相
談
室
で
は
、
日

常
生
活
に
関
す
る
困
り
事
の
相
談
を

平
日
毎
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
市
民
相
談
室
　
☎
24
ー
６
２
５
１

女
性
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

　
女
性
司
法
書
士
が
面
談
で
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
予
約
は
不
要
、

相
談
者
は
女
性
に
限
定
し
ま
せ
ん
。

日
時

　３
月
16
日
㈯
　
10
時
〜
16
時

　
　
　
※
受
け
付
け
は
15
時
半
ま
で

会
場
　
秋
田
県
司
法
書
士
会
（
秋
田

　
市
山
王
）

問
い
合
わ
せ
　
秋
田
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
１
８
ー
８
２
４
ー
０
１
８
７

秋
田
県
司
法
書
士
会

　無
料
相
談
会

　
先
着
６
件
ま
で
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。
３
月
15
日
㈮
ま
で
に
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

日
時

　３
月
20
日
㈬

　
　
　
13
時
半
〜
15
時
半

会
場
　
鶴
舞
会
館

内
容
　
不
動
産
の
名
義
変
更
、
相
続
、

　
賃
金
、
借
金
、
成
年
後
見
、
離
婚
、

　
消
費
者
問
題
、
会
社
の
登
記
な
ど

予
約
専
用
番
号
　
☎
０
１
８
ー
８
２

　
４
ー
０
０
５
５

中央図書館
☎２２－４９００

申 問

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

月 5施設の催事案内
㋕カダーレ  ㋐アクアパル  ○総合体育館  ㋛シーガル  ㋤ナイスアリーナ総

１ 金

2 土

3 日

3

7 木

4 月
5 火

6 水

8 金

9 土

10 日
11 月
12 火
13 水
14 木

４

㋐　休館日

男女共同参画推進実行委員会公開学習会「日本女性の仏教」　13時半～　㋐
認知症カフェ普及・啓発研修会　13時半～15時半　㋕
地域で元気に暮らすための健康講座　13時半～16時　㋕

雑貨バーゲン（～10日）　10時～19時（10日17時まで）　㋐

㋐　㋤　休館日

㋕　休館日

㋕　休館日

15 金

16 土

17 日

18 月
19 火
20 水
21 木
22 金

23 土

24 日

26 火
25 月

由利本荘市社会人フットサル大会　8時～17時　○
秋田ノーザンハピネッツホームゲーム　開場15時、開始18時05分　入場料あり　㋤

総

はっぴぃさぁくるフリーマーケット　9時半～14時半　㋕
尾崎小学校吹奏楽部 あしたの風コンサート　開場13時、開演13時半　㋕
出会いに感謝！コンサート　13時～　入場料あり　㋐
秋田ノーザンハピネッツホームゲーム　開場11時、開始14時05分　入場料あり　㋤

7日　福田こうへいコンサートツアー～一所懸命～　㋕
7日　茶道裏千家淡交会秋田支部　懸釜　㋕
14日　つかさ光＆唄仲間歌謡ショー　㋐

27 水
28 木
29 金
30 土
31 日

本荘町中ひなめぐりイベント（～10日）　10時～15時　㋕
大人のためのココロを育てる　絵本よみきかせ　14時半～16時　㋕
あきたこまちオープンラージボール卓球大会（～10日）　8時～17時　○
秋田県ミニバスケットボール大会（～10日）　㋤

総

スターダスト☆レビュー　ライブツアー「還暦少年」
　　　　　　　　　　　開場16時、開演16時半　入場料あり　㋕

おとなの社会科10時間目
　　「ご利用ください！地域包括支援センター」　14時～15時　㋕

ビジネス支援講座　仕事に役立つ「デザイン力」　18時～19時半　㋕

古典講座　13時半～15時　㋕
はーとふるコンサート　開場13時半、開演14時　㋕

映画上映会　9時40分～10時10分　鑑賞料あり　㋕

コンノ楽器音楽教室発表会　開場9時、開演9時半　㋕

第23回ＢＥＧＩＮコンサートツアー2019
　　　　　　　　　開場17時45分、開演18時半　入場料あり　㋕

ボランティアふれあい交流会　10時～16時　㋕

市民健康ウオーキング教室　13時半～　㋕
大人のための朗読会　13時半～14時半　㋕
ミズノビクトリークリニック　ソフトテニスクリニック　㋤

㋐　○　休館日総

自然素材で作る工作教室　9時半から15時半　㋕
第29回三道書道教室書の作品展・第8回ＴＤＫ社友会書道同好会書道展
　　　　　　（～25日）　10時～18時（23日13時から、25日16時まで）　㋕
第20回ゆりカップ東北選抜小学生バレーボール大会（～24日）　8時～18時　○・㋤総

㋐　○　休館日総
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■認知症カフェ（オレンジカフェ）
　認知症の方本人またはその家族、
地域住民など誰でも参加できます。
①ほんじょうゴー！ゴー！カフェ
　日時　３月８日㈮　13時～16時　
　会場　南内越公民館（川口字愛宕
　　町 192）
　参加料　１００円
　内容　「住み慣れた地域で生活を
　　するために」
　問　松本さん　☎２３－５６６０
　　※送迎相談可
②認知症予防拠点カフェあまさぎ
　日時　３月14日㈭　10時～14時
　会場　かやぶき荘（岩城冨田字
　　根本10－22）
　参加料　無料
　内容　講話「口腔ケア」とコグ
　　ニサイズ　
　問　渡辺さん　☎６２－５００１
　　※送迎相談可
③展望カフェ「わかば」
　日時　３月16日㈯　13時半～16
　　時半
　会場　サービス付き高齢者向け住
　　宅わかば（石脇字田尻野８－３）　
　参加料　無料
　内容　太極拳
　問　田口さん　☎７４－３０１３
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■由利組合総合病院｢サロンおひさま｣
　がんを体験した方やその家族、
関心がある方のためのサロンです。
申し込み不要。
開催日　３月12日㈫
内容・時間　作業療法士による講
　話「リンパ浮腫について」（11
　時～11時半）、茶話会（13時半
　～15時）
会場　由利組合総合病院がん相談
　支援センター（１階新患受付向
　かい）
問　☎２７－１２００（代表）

■きてけれ～サロン
　声かけボランティアの皆さんと
お茶を飲みながら楽しくおしゃべ
りしてみませんか。どなたでも参
加できます。
日時　３月14日㈭　10時～14時
会場　本荘保健センター
問　声かけボランティア事務局（健
　康管理課内）

■湯ったりほのぼの教室
　申し込み不要、参加無料。飲み
物とタオルを持参してください。
開催日　３月27日㈬
内容・時間　健康相談・血圧測定・
　栄養相談（９時半～10時）、自
　宅で継続できる軽体操（10時～
　11時）
会場　鶴舞温泉　中広間
問　健康管理課

■こころの相談日
　家族や仕事、子育て、学校生活
のことなどを臨床心理士とお話で
きます。
開催日　３月22日㈮
時間　９時15分～10時、10時15分
　～11時、11時15分～12時
会場　本荘保健センター
　※１人45分予約制、１日３人まで
申し込み　３月15日㈮まで健康管
　理課へ

▶▶催し・お知らせ

心
身
と
も
に
、
す
こ
や
か
に

健
康

だ 

よ 

り

◇
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
課
（
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
22
ー
１
８
３
４
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　お子さんの予防接種は計画的に済ませていますか？
期間中の２日㈯・３日㈰も予防接種を実施する医療機
関があります。この機会に、まだ受けていない予防接
種を受けましょう。予防接種の種類や協力医療機関な
ど詳しくは、健康管理課（☎２２－１８３４）までお問い
合わせください。
　麻しん風しん（ＭＲ）混合ワクチン２期接種、　
　まだの方はお早めに！
対象　平成24年４月２日～
　　　平成25年４月１日生まれの方
接種期限　平成31年３月31日
※未接種の方には個別通知でもお知らせしています。
対象のお子さんは４月から就学となりますので、他の
予防接種についてもよく確
認しましょう。

のばそう！健康寿命！

　市では市民の健康寿命の延伸に向けた取り組みを進めています。全市
民を対象としていますので、楽しく運動したい方や運動不足を解消したい
方は気軽にご参加ください。※動きやすい服装でお越しください。

実施日 受付時間 実施場所
10:00～11:30

13:00～16:00

イオンスーパーセンター
本荘店

10日（日）
【本荘地域】
インターバル速歩体験会
日時　①３月14日㈭　13時15分～
　15時半（受け付け13時～）、②３
　月19日㈫　18時45分～20時半　
　（受け付け18時半～）
会場　ナイスアリーナ
持ち物　室内用の靴、飲み物、タオル
定員　40人
申し込み　健康管理課

インターバル速歩実践会
　インストラクターの進行で行います。
　※事前登録が必要です。
開催日　３月６日、13日、20日、27日
　※全て水曜日
時間　10時～11時
会場　ナイスアリーナ
持ち物　室内用の靴、飲み物、タオル
問　健康管理課

【岩城地域】
インターバル速歩体験会
日時　３月７日㈭　９時半～11時半
会場　岩城総合体育館
持ち物　室内用の靴、飲み物、タオル
定員　30人
申し込み　岩城保健センター
　　　　　☎７３－３６１２

【東由利地域】
リフレッシュ教室（第７回）
日時　３月11日㈪　13時～15時
会場　東由利総合支所
講師　シニアヨガインストラクター
　　　齋藤真弓さん
内容　血圧・体組成計・筋力測定、
　講話と実技
持ち物　室内用の靴、飲み物、タオル
申し込み　東由利総合支所市民サ
　ービス課　☎６９－２１１７

実施日 対象地域 事　業　名 対　　象　　者 受付時間 実施場所

４日(月)

５日(火)

６日(水)

７日(木)

12日(火)

13日(水)

19日(火)

26日(火)

28日(木)

本荘・西目

全地域

岩城・大内

本荘・西目

全地域

全地域

本荘・西目

全地域

２歳児歯科健診

５歳児健康相談

３歳児健診

３歳児健診

３歳児健診

５歳児健康相談

10カ月児健診

１歳６カ月健診

４カ月児健診 

平成28年12月生まれ

平成26年１月～２月15日生まれ

平成27年７月・８月・９月生まれ

平成27年７月・８月・９月生まれ

平成27年９月生まれ

平成26年２月16日～４月１日生まれ

平成30年５月生まれ

平成29年８月生まれ

平成30年11月生まれ

本荘保健センター

市民交流学習センター

大内保健センター

善隣館

本荘保健センター

市民交流学習センター

本荘保健センター

本荘保健センター

本荘保健センター

由利・東由利・
矢島・鳥海

○母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください

○３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行ってきてください

○７カ月児健診は、個別健診となります

○事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください

○当日受診できない場合や不明な点は、当該地域の保健センターまたは市民サービス課へご相談ください

月 乳幼児健診3

12:30 ～ 13:30

12:45 ～ 13:00

13:00 ～ 13:15

13:00 ～ 13:15

12:30 ～ 13:30

12:45 ～ 13:00

12:30 ～ 13:30

12:30 ～ 13:30

12:30 ～ 13:30

【持ち物】 保険証、お薬手帳

　　本荘由利広域休日応急診
　　療所（☎24-3917）、平日
　　は健康管理課

診療時間：10時～16時
受付時間：10時～11時半
　　　　　13時～15時半

※当番医師は変更になる場合があります

内科・小児科
休日応急診療所

３月の予定当番医師 ＜敬称略＞

 ３日㈰　佐藤　省子
10日㈰　山田　暢夫
17日㈰　北島　正一
21日㈭　佐藤　利秋
24日㈰　平野　　裕
31日㈰　佐藤　省子

～ご協力ください～

※原則として、全血献血で400ml献血をお願いしております

問

３月 献血日程３月１日～７日は
　　　「子ども予防接種週間」です



満100歳
おめでとうございます

今野
芦川


